






研究目的 

1960 年代欧米では Caldeyrs-Barcia,R.Hon,E.H ら,本邦では坂元や前田らの研究の成果と

して,Cardiotocography(心拍陣痛計)を用いた Fetal Monitoring(胎児モニタリング)が登

場した。その後,本法の有用性が広く確認されるに至り,今日では本法は,妊娠,分娩中,安全

な胎児管理には必須のものとなっている。 

本研究班においては,新生児頭蓋内出血などの Neonatal mobidity(新生児罹病)と低酸素症

との関連を考えるなかで,改めて心拍数モニタリングの臨床的な役割を検討することがわ

れわれに与えられた課題である。初年度に当る今回は標記の問題について研究をすすめた

。 


